青空密談
　
　
龍之介＃３２
　
　
　小春日和の空の下、白鳳寮中庭、ケヤキベンチの上では密談が行われていた。
「いー天気だねー」
　空を見上げる悠木かなで。右隣には千堂伊織、左隣には東儀征一郎が座っている。
「そして修智館学院のイケメンツートップ、いおりんとせーちゃんに挟まれてるなんて、まさに両手に華……は、あれ？　女の子にしか使えないのかな……う～ん、両手に……枝？」
「はっはっは！　ひどい言われようだね」
　かなでの言葉に伊織が笑う。
「いや、あながちひどいとは言えない。東儀家では男は女という花を支える枝であれ、と教えられる」
　征一郎も会話に加わる。
「じゃあ、両手に枝ってことで！」
　かなではにぱっと笑う。
「花はどこかな？　まだ咲いてないようだが……」
「ぶーぶー！」
　伊織の軽口にかなでは唇を尖らす。
「話があったんじゃないのか？」
　いつまで経っても終わらないであろう二人のじゃれ合いを、征一郎が止める。
「そうそう、密談だよ、密談」
　かなでが本来の目的を思い出す。
「……ここで？」
　伊織が自分の座っているベンチを指さす。屋外の、それもかなり人目につく場所だ。密談という雰囲気からはかなり遠い。
「明るいところで堂々とやると、密談に見えないんだよ。大事な話をするにはここが一番！」
　かなでが胸を張る。
「じゃ、始めよっか」
　そして、声のトーンを落とすことなく、いつもの調子で話し始めた。
　
　
　
　監督生室。紅瀬桐葉は来客用の椅子に座り、部屋の片隅から窓の外を見ていた。段々と秋も深まり、日が落ちる時間も早くなってきたなと、藍色に染まっていく空を見ながら思う。
　生徒会長の職を妹の瑛里華に譲り、引退したはずの伊織は慣れ親しんだ重厚な机に向かって座っている。同じく、既に監督生室の住人ではなくなった征一郎も伊織の横に、まるで秘書のように立っている。その、元会長の声が室内に響く。
「オホン。それでは、第一回紅瀬桐葉選択指名会議を行います」
「わーわー、ぱちぱちー」
　桐葉の横に座ったかなでが一人ではしゃいでいる。
（……何なのかしら？）
　何も聞かされず、ただ連れられてここに座っている桐葉には一体何が何だか分からない。
　
　征一郎が何かの紙を伊織の前に差し出す。
「生徒会、一位。紅瀬、桐葉。修智館学院、女子生徒。希望職種、データ統計」
　中央の机に向かって座る瑛里華が頷く。その横には孝平。向かいには白と陽菜も座っている。
　先程と同じように、伊織の机を紙が滑る。
「ローレル・リング、一位。紅瀬、桐葉。修智館学院、女子生徒。希望職種、清掃」
　ぺこっと、白は桐葉を見ながら会釈する。
「白鳳寮、一位。紅瀬、桐葉。修智館学院、女子生徒。希望職種、トラブル対応……て、これは？」
　粛然と進めていた伊織がそれを崩して陽菜に尋ねる。
「ちょっと私だけだと対応に困ることもあったりして、その時に助けてくれると嬉しいなって……」
「なるほど」
　答えを聞いて頷き、先に進める。
「美化委員会、一位。紅瀬、桐葉。修智館学院、女子生徒。希望職種、清掃活動」
「おおっ！　まさかの四球団重複！」
　かなでが驚く。……が、実にわざとらしい。
「風紀委員会、一位。紅瀬、桐葉。修智館学院、女子生徒。希望職種、校内見回り」
「何と五球団！　これは史上初！」
　かなでの声は天変地異を目の当たりにしたかのようだ。大変わざとらしいが。
「で、これは一体何なのかしら？」
　静観していたがさっぱり意味が分からないこの会議の意図を、横にいるかなでに問う。
「え？　きりきりがどこに入るか決める会議だよ」
　バックに「指名が重複いたしましたので、これより抽選を行います」という声が流れる中、当たり前のようにかなでが答える。
「私の意志とは関係なく？」
　桐葉の眉が吊り上がる。
「ふっふっふ～！　これが目に入らぬかっ！」
　ばしーんと桐葉の眼前に突きつけられたのは、一冊の大学ノート。
「……風紀シール保留帳？」
　表紙部分にマジックで大書きしてある丸文字を読む。
「そう！　きりきりは現行犯で貼ることが出来ないから、遅刻や早退、無断欠席にボイコット、そういった数々の悪行を、報告を受ける度にこれに書いておいたのだよ。そして、私が風紀委員長になった去年からこの間引退するまでに溜まった保留の風紀シールが、何とジャスト百枚！」
　桐葉は、ぱらぱらとノートをめくる。十二月五日、遅刻、二時間。一月八日、早退、三限より。などというような『悪行』がびっしりと列記されてある。
「ふぅ……マメね」
「その通り！　豆風紀委員長、マドリガルかなでとはわたしのこ……て、小さいからって馬鹿にするなーっ！」
「で？」
　かなでの自虐的ノリツッコミを、桐葉はスルーする。
「ムム……うん、その風紀シール百枚の罰則として、きりきりは一ヶ月ごとにどこかに所属してもらおうということになったのだ！　で、今日はその第一回指名会議」
　かなでが視線を桐葉から中央の机に向ける。その先では、『指名確定』のくじを引いた孝平が両手を挙げてガッツポーズをしているところだった。
「まったく……勝手に」
　桐葉が髪をかき上げる。
「でもね、きりきり。これは強制じゃないよ」
　彼女の顔を見ず、先代風紀委員長が言う。
「私の風紀委員長としての任期は先月で終わり。だから、その風紀シールも現体制では何の効力もないんだ。だから、この会議も本質的にはただのお遊び。いやだったら、無視してくれていいからね」
　かなでの声音は優しい。
「ずるいのね」
「うん、そうだよ。みんなで密談して決めたことだもん。ズルイに決まってるじゃん」
　桐葉はまた窓の外に目を向け、溜め息を漏らした。外はもう暗くなっている。
　
「というわけで桐葉。来月からは生徒会所属だからな。仮だから常時出席の必要はないが、気が向いたら手伝いに来てくれ」
　『指名確定』の紙を持った孝平が歩み寄り、右手を差し出す。
「ええ。気が向いたら……ね」
　桐葉は左手を差し出し、構わずにその手を孝平が掴む。それを支えに、彼女は椅子から立ち上がった。
「それじゃあ……また」
　部屋を振り返ることなく、黒髪の少女は監督生室を後にした。
　
　
　
　晴れ渡る高い空の下、悠木かなでは両手に枝でケヤキベンチに座っていた。
「……だからね、きりきりは人と関わっていた方がいいと思うんだ」
「それには同意するけど、放っておいた方がいいんじゃないか？」
　右隣の伊織はかなでの提案に乗り気でない様子だった。
「お節介かも知れないな」
　左隣の征一郎も同調する。
「う～ん、それは確かにそうなんだけど……あの娘は人と関わることを拒否してるようには見えないんだよね～。それに、いやだったら断れるって言う逃げ道を作っておけば、大丈夫でしょ？」
「うん」
「まあ、そうだな」
　伊織と征一郎が頷く。
「よっしゃー！　というわけで、力を貸してね、いおりん、せーちゃん！」
　
　白鳳寮中庭での密談は、こうして秋晴れの空へと溶けていった。
　
平成二十三年一月十六日
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